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 高速ネットワークの完成による移動時間の短縮   

区  間 現在 H26年度末 総短縮時間 所用時間が同等の箇所 
大山崎JCT～舞鶴西IC 

（80km） 75分 ⇒ 65分 10分短縮 
（13%短縮） 

大山崎JCT 
～淡路(淡路島):65 分 

舞鶴西IC～敦賀JCT 
（85km） 100分 ⇒ 70分 30分短縮 

（30%短縮） 
敦賀JCT 
～小牧(愛知県):70分 

★北部地域から京都駅へのアクセス（京都縦貫、京都高速等経由）の向上 
★日本海側拠点港（舞鶴港～敦賀港、金沢港）を結ぶルートが形成 
★舞鶴と中京（北陸）圏域への物流･観光ルート（舞鶴若狭、北陸道等経由）の出現 
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の４車線化事業中 

小浜西IC 

　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
と
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
が
、
平
成
26
年
度
に
全

線
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
京
都
舞
鶴
港
と
京
都
市
内
お
よ

び
南
部
地
域
が
高
速
道
路
で
直
結

し
、
京
都
舞
鶴
港
の
利
用
率
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
北
陸
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
が
大
き
く
向
上
し
、
新
た
に
中

京
圏
が
日
帰
り
可
能
と
な
る
こ
と

で
、
産
業
や
観
光
圏
域
の
大
幅
な
拡

大
が
図
ら
れ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
の
福
知
山
～
舞
鶴
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
の
４
車
線
化
に
よ
り
、

災
害
や
事
故
な
ど
に
よ
る
交
通
不

能
リ
ス
ク
が
低
減
さ
れ
、
安
定
し
た

物
流
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
「
海
・
港
」
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
本
市
に

と
っ
て
、
追
い
風
と
な
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ  

市
政
の
「
今
」  

第
３
回

 
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成

    
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

人
・
モ
ノ
の
流
れ
が
変
わ
る

高
速
道
路
網
の
完
成

　
長
年
に
わ
た
り
整
備
を
進
め
て

き
た
北
吸
森
線
の
改
良
工
事
に
よ

り
、
生
活
の
利
便
性
や
安
全
性
が

向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
や

府
道
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
防
災

機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
引
土

境
谷
線
、
和
泉
通
線
、
野
原
大
山

線
な
ど
の
市
道
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策
を
は

　
本
市
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
の
用

地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
港
と
連
結
す
る
臨
港
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
国
・
府

安
心
・
安
全
な
市
道
事
業
の

推
進

東
西
市
街
地
の
一
体
化
に
向

け
た
幹
線
道
路
網
の
促
進

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
舞
鶴
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
「
舞
鶴
は

ひ
と
つ
」
と
し
て
、
東
西
市
街
地

の
機
能
的
な
一
体
化
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
東
西
市
街

地
を
最
短
距
離
で
結
び
、
地
域
医

療
の
再
編
や
公
共
施
設
の
集
約
化

に
よ
る
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
に
も
、
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
う
ち
、
白
鳥
ト
ン
ネ
ル
区

間
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
確
保

し
、
渋
滞
の
解
消
や
緊
急
避
難
路

と
し
て
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図

る
た
め
、
４
車
線
化
の
早
期
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
　
市
政
の
「
今
」。
第
３
回
は
、
平
成
26
年
度
に
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完

成
に
よ
っ
て
、
府
北
部
に
新
し
い
時
代
の
到
来
が
期
待
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
や
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線
の
整
備
、
国
道
や
府
道
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
市
道
、
ま
た
、
公
園
、
住
宅
な
ど
、
次
代
を
担
う
世
代
に
と
っ

て
住
み
続
け
た
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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誰
も
が
住
み
続
け
た
い
魅
力
あ

る
ま
ち
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、

道
路
、
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
や

ま
ち
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
の

土
地
利
用
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
平
成
24
年
５
月
に
改
訂
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
街
化
区
域

や
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
を
定

め
、
秩
序
あ
る
市
街
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
都
市
計
画

道
路
の
事
業
化
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
な
ど
、
利
便
性
の
高
い
効

率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
居
住
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対

応
や
市
民
生
活
の
安
定
、
社
会
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
老
朽
化

し
た
市
営
住
宅
の
改
修
や
建
て
替

え
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
に
密
集
市
街
地
の
住

環
境
改
善
と
し
て
、
市
場
上
地
区

の
住
環
境
整
備
が
終
了
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
年
６
月
に
は
、

三
宅
団
地
第
１
期
工
事
と
し
て
63

戸
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
既
存
市
営
住
宅
の
改

善
、
建
て
替
え
を
計
画
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

▲第１期工事の完成した市営住宅三宅団地

　
舞
鶴
自
然
文
化
園
な
ど
の
都
市

公
園
や
市
民
生
活
に
身
近
な
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
施
設
や
遊
具
な
ど
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
見
据
え
、
東
地
区
の
八
島
公
園

の
再
整
備
や
西
地
区
に
お
け
る
田

辺
城
跡
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

　
高
速
道
路
や
市
民
生
活
に
直
接

結
び
つ
く
市
内
の
道
路
、
公
園
、

住
宅
な
ど
の
都
市
基
盤
に
つ
い
て
、

次
代
を
担
う
世
代
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
本
市

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な

ど
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
多

く
の
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
う
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

▲進みゆく高速道路網

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ま
ち
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え

る
公
園
の
整
備

次
世
代
へ
の
継
承

多
様
で
良
質
な
市
営
住
宅
の

形
成

じ
め
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
、

照
明
、
の
り
面
な
ど
の
道
路
施
設

の
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高速ネットワークの完成による移動時間の短縮   

区  間 現在         H26年度末 総短縮時間 

大山崎JCT～舞鶴西IC 
（80km）  75分   ⇒ 65分  

10分短縮 
（13%短縮） 

舞鶴西IC～敦賀JCT  
（85km）  100分  ⇒ 70分  

30分短縮 
（30%短縮） 

★北部地域から京都駅へのアクセス（京都縦貫、京都高速等経由）の向上 

★日本海側拠点港（舞鶴港～敦賀港、金沢港）を結ぶルートが形成 

★舞鶴と中京（北陸）圏域への物流･観光ルート（舞鶴若狭、北陸道等経由）の出現 
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未来へ向けた　　　　づくり

▲渋滞する国道 27 号（大手交差点付近）

舞
鶴
市
地
図

　
市
内
の
主
な
施
設
や
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
を
掲
載

松
尾
寺
駅
(
松
尾
寺
駅
前
観
光
交
流
施
設
)

中
津
神
グ
リ

中
津
神
グ
リ

乙
島

こ
ひ
つ
じ
の
苑
舞
鶴

正
面
崎

池内小

舞鶴支援学校

真倉駅

国道27号西舞鶴道路

市道引土境谷線
整備区間

府道小倉西舞鶴線
整備区間

舞鶴若狭自動車道

暮らしを支える

特 集 道

▲道幅の狭い白鳥トンネル

　

道
路
は
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
の

財
産
で
す
。
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
生
活
基
盤
づ
く
り
に
向
け
、
国
・
府
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
内
の
道
路
網
の
充
実
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
通

行
で
き
る
、
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
を
目
指
し
、
道
路
環
境
の
整
備
・
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。

❖
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路

　
国
が
整
備
を
進
め
て
い
る
上
安

～
京
田
間
を
結
ぶ
約
４
・
９
㌔
の

４
車
線
の
幹
線
道
路
。
災
害
に
強

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
や

西
市
街
地
の
渋
滞
緩
和
、
京
都
舞

鶴
港
と
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

❖
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線

　
府
で
は
、
東
西
市
街
地
の
一
体
化

と
渋
滞
緩
和
、
交
通
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
国
道
27
号
西
舞
鶴

道
路
と
接
続
す
る
倉
谷
地
区
や
道
幅

が
狭
い
白
鳥
ト
ン
ネ
ル
区
間
に
つ
い

て
、
４
車
線
化
の
早
期
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

❖
市
道
引
土
境
谷
線

　
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
と
引
土

を
結
ぶ
市
道
の
う
ち
、
境
谷
と
伊
佐

津
の
区
間
約
３
７
０
㍍
を
２
車
線
の

道
路
に
整
備
。
市
街
地
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
流
れ
を
誘
導
し
、
渋
滞
の
緩
和

を
図
り
ま
す
。
良
好
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
防
災
機
能
の
強
化

に
努
め
ま
す
。
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▲カーブがきつく歩道のない工事前の様子

▲カーブと道路勾配を緩め歩道を設置

▲急な斜面に鋼管杭を建て込みながら橋の建設工事を進める

▲谷側に張り出した橋が完成

▲延伸が予定されている和泉通線

舞鶴市地図
　市内の主な施設や災害時の避難所などを掲載

松尾寺駅 (松尾寺駅前観光交流施設 )

中津神グリ

中津神グリ

乙島

こひつじの苑舞鶴

正面崎

aaa

北
吸
森
線

市道野原大山線
整備区間

舞鶴市地図
　市内の主な施設や災害時の避難所などを掲載

松尾寺駅 (松尾寺駅前観光交流施設 )

中津神グリ

中津神グリ

乙島

こひつじの苑舞鶴

正面崎

aaa

JR東舞鶴駅

舞鶴市役所

斎場

清掃事務所

リサイクルプラザ

和泉通線
延伸区間

北吸森線
工事実施区間

工事前

工事後 工事後

工事前

❖
市
道
和
泉
通
線

　
東
舞
鶴
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
道
路
を

延
伸
し
、
南
側
の
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
ま
で
を
４
車
線
化
し
ま
す
。

　
南
北
の
幹
線
市
道
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
交
通
の
円
滑
化
と
渋
滞

の
緩
和
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

ほ
か
、
良
好
な
居
住
環
境
の
形

成
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

❖
市
道
野
原
大
山
線

　
市
街
地
と
連
絡
す
る
幹
線
道
路

で
あ
り
、
周
辺
部
の
地
域
振
興
と

定
住
促
進
の
た
め
、
道
路
拡
幅
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
道
北
吸
森
線
で
は
、
道
路
改

良
工
事
を
実
施
。
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
の
渋
滞
原
因
の
一
つ
で
あ
っ

た
森
地
区
に
あ
る
白
鳥
踏
切
の
通

行
か
ら
、
線
路
の
上
を
越
え
る
道

路
へ
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
慢
性

的
な
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
吸
地
区
で
は
、
カ
ー

ブ
と
道
路
勾
配
を
改
良
し
、
歩

道
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
交
通

安
全
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

 市道北吸森線
 渋滞が緩和され、安全性が向上しました！
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お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
土
木

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
道
路
の
舗
装
が
は
が
れ
た

り
、
穴
が
あ
い
て
い
る

❖
道
路
の
施
設
（
側
溝
、
防

護
柵
な
ど
）
が
壊
れ
て
い
る

❖
道
路
の
の
り
面
が
崩
れ
て

い
る

❖
河
川
に
大
き
な
ゴ
ミ
や
土

砂
が
堆
積
し
流
れ
の
邪
魔
に

な
っ
て
い
る

❖
河
川
の
護
岸
が
崩
れ
て
い

る❖
そ
の
他
、
道
路
河
川
に
関

係
す
る
こ
と

　

市
道
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
土
木
課
（
☎
66
・

１
０
４
９
、
66
・
１
０
５
３
）

へ
。

　　市では、誰もが安心・安全に通行できる道路環境を整えるため、市道の安全対策、

道路施設の維持管理に努めています。

安心・安全な
道路環境の整備・維持

○緊急車両の通行確保

　道幅が狭く自動車のすれ違いが困
難な道路に待避所を設けたり、高架
下を通る道路の高さを切り下げたり
することで、救急車など緊急車両が
スムーズに通行できるよう努めてい
ます。

○通学路の安全対策

　通学路にグリーンベルト（路側帯
を緑色に塗装した範囲）と「通学路」
の文字を設置。自動車や自転車運転
者に対して歩行者への注意を促して
います。このほか、各学校と連携し、
危険か所に対する安全点検も実施し
ています。

○高潮対策

　高潮による道路冠水は、通行の支
障になるほか、車両が通過する際に
発生する波で近隣家屋への被害が増
大することがあります。これらの被
害を軽減するため、道路の嵩上げ工
事を行っています（写真は工事実施
前の様子）。

○橋りょう点検

　市内にある橋りょうの安全点検を
実施し、老朽化が著しいものを中心
に補修。今ある橋りょうをより長く
利用できるよう取り組んでいます。

○道路施設の修繕・管理

　道路の損傷をはじめ、側溝や防護
柵など道路施設の修繕、街路樹や街
灯などの維持管理を行っています。

○地域の皆さんとの意見交換

　地域の皆さんと道路の整備につい
て意見を交換。地域の財産である道
路をより良いものにするため、いた
だいた意見を今後の道路整備に生か
していきます。
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除
雪
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

▲昨年の除雪作業の様子

　
市
で
は
、
冬
季
の
道
路
の
円
滑

な
通
行
と
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
25
年
度
の
市
道
除
雪
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
冬
を

乗
り
切
る
た
め
、
国
・
府
と
連
携

し
な
が
ら
、
除
雪
作
業
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
除
雪
期
間

　
来
年
３
月
15
日
ま
で
。
作
業
開

始
は
早
朝
５
時
か
ら
。

▪
出
動
基
準

　
積
雪
が
お
お
む
ね
10
㌢
に
達
し

た
と
き
。
通
勤
・
通
学
車
両
や
緊

急
車
両
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
、
国
（
国
道
）・
府
（
府
道
）

の
作
業
と
連
携
し
て
実
施
し
ま

す
。

▪
対
象
路
線
　
　

　
バ
ス
路
線
や
集
落
を
結
ぶ
道

路
、
公
共
施
設
に
つ
な
が
る
幹
線

道
路
な
ど
を
優
先
し
て
作
業
を
実

施
。
ま
た
、
積
雪
が
多
い
山
間
部

の
地
域
な
ど
で
は
、
沿
線
の
自
治

会
に
小
型
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
作

業
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
路
面
の
凍
結
が
予

測
さ
れ
る
場
合
は
、
坂
道
や
カ
ー

ブ
の
多
い
路
線
な
ど
に
凍
結
防
止

剤
を
散
布
。
凍
結
防
止
剤
は
、
誰

も
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
橋
の
た

も
と
な
ど
、
凍
結
の
恐
れ
が
あ
る

市
内
の
各
か
所
に
も
設
置
し
て
い

ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
安
全
で
円
滑
に
除
雪
作
業
を
進

め
、
日
常
生
活
に
支
障
が
で
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
路
上
駐
車
は
避
け
て

　
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
ほ
か
、
事
故
や
交
通
渋
滞

の
原
因
に
も
な
る
た
め
、
路
上
駐

車
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
身
近
な
場
所
の
除
雪
を

　
除
雪
作
業
は
、
バ
ス
路
線
な
ど

の
交
通
量
の
多
い
道
路
を
優
先

し
、
短
時
間
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
道
路
を

除
雪
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま

た
、
作
業
は
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
進
め
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す

が
、
除
雪
機
の
特
性
に
よ
り
や
む

を
得
ず
玄
関
先
に
雪
が
残
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
道
路
の
確
保
や
緊
急
車
両

の
出
入
り
に
備
え
る
た
め
に
も
、

自
宅
・
店
舗
前
の
歩
道
な
ど
、
身

近
な
場
所
の
除
雪
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

　
道
路
に
出
さ
れ
た
雪
は
、
自
動

車
な
ど
に
踏
み
固
め
ら
れ
て
路
面

が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
り
、
凍
結

し
た
り
し
て
、
交
通
事
故
や
転
倒

事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

雪
は
道
路
に
出
さ
ず
、
道
路
脇
な

ど
に
寄
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　▼
除
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
土
木
課
（
☎
66
・
１
０
４
９
、

66
・
１
０
５
３
）
へ
。

料
（
パ
ケ
ッ
ト
料
金
）
は
利
用
者
負

担
で
す
。

除雪時は通行止めに

市道榎五老岳線

　降雪時の除雪作業に支障が
生じる場合には、国道 27 号
と五老岳頂上を結ぶ市道榎五
老岳線（約３㌔）を登り口か
ら通行止めにします。
▶ 詳 し く は、 土 木 課 ( ☎
66・1053) へ。

《五老スカイタワーも閉館》
市道榎五老岳線を通行止めに
した場合、五老スカイタワー
と cafe T

テ ィ ー ラ

ea-ra も閉館しま
す。
▶詳しくは、五老スカイタワ
ー ( ☎ 66・2582) へ。

▲登録はこちらから

▪
配
信
内
容

❖
防
災
情
報
…
避
難
の
指
示
や
避

難
所
開
設
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
気
象
情

報
や
地
震
速
報
な
ど

❖
そ
の
他
緊
急
情
報
…
食
中
毒
注

意
報
や
感
染
症
の
警
戒
情
報
、
市
道

の
交
通
規
制
や
公
共
交
通
機
関
情

報
な
ど

❖
ク
マ
出
没
情
報

❖
不
審
者
情
報

❖
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　▼
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
広

報
広
聴
課
（
☎
66
・
１
０
４
１
）
へ
。

▪
メ
ー
ル
で
道
路
情
報
を
発
信

　
市
で
は
、
行
政
情
報
を
メ
ー
ル
で

お
届
け
す
る
「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
」
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
配

信
メ
ニ
ュ
ー
は
、
防
災
情
報
、
そ
の

他
緊
急
情
報
、
ク
マ
出
没
情
報
、
不

審
者
情
報
、
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
５
つ
。
こ
の
う
ち
、
豪
雪
な
ど
に

よ
り
、
市
道
の
交
通
規
制
や
著
し
い

交
通
渋
滞
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
他
緊
急
情
報
で
随
時
、

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
に
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（https://

service.sugum
ail.com

/j-m
aizuru

）

に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
右
下
の
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
ご
登
録
く
だ
さ

い
。
登
録
料
は
無
料
。
た
だ
し
通
信

安
心
・
安
全
！
ま
い
づ
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
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　平成 25 年 10 月 31 日までに市に寄せられ
た寄付についてお知らせします。頂いた寄付金
や寄贈品などは、皆さんの志に沿って活用させ
ていただきます。寄付していただいた皆さんは
次のとおり。なお、匿名の人については掲載し
ていません。（敬称略）
　　　　　　　《企画政策課、保健福祉企画課》

《台風 18 号災害義援金》
　９月に発生した台風 18 号による災害以降、
たくさんの方々から温かいご支援とご協力をい
ただいており、心から感謝いたします。

寄付金・寄贈品など

温かい善意をありがとうございました
《寄付金》
❖個人 … 高田一重（吉田）、 山本巌（吉野）、
山本友和（吉野）、小西唯丹（城陽市）、毛受正和

（吹田市）
❖団体 … 幸友社、 全京都建築労働組合舞鶴支部、
舞鶴アマチュアカラオケ連盟

《寄贈品》
　 毎日新聞京都・兵庫専売会連合会（車いす）

《災害見舞金》
　京都府市長会、全国市町村振興協会、京都府
市町村振興協会、水戸市、全国都市職員災害共
済会

民生委員・児童委員の役割を紹介

《民生委員・児童委員とは》
　社会福祉の増進のため、常に住民の立場で相
談に応じ、関係機関へのつなぎ役として地域で
活動いただく府の非常勤特別職（地方公務員）
です。

《選出と決定方法》
　人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、か
つ社会福祉の増進に熱意のある人を各自治会

（区）から推薦いただき、市・府の推薦会を経
由し厚生労働大臣が委嘱します。

《主な活動内容》
　主な活動は次のとおりです。①地域住民の皆
さんの生活実態の把握②福祉に関する相談に応
じ、助言などを行う③福祉サービスの情報提供
④社会福祉事業者との連携⑤福祉事務所などの
関係行政機関への協力など

《役割や義務》
　職務遂行にあたっては、個人の人格を尊重
し、平等な取り扱いを行うという規定がありま
す。また、個人の秘密に触れることが多いた
め、民生委員法により守秘義務が課せられてい
ます。

▶詳しくは、保健福祉企画課（☎ 66・1011）へ。

身近な福祉の相談役

民生委員・児童委員決まる民生委員・児童委員決まる民生委員・児童委員決まる民生委員・児童委員決まる民生委員・児童委員決まる

地域の身近な福祉の相談役
～新たな民生委員・児童委員が決定～

　地域の皆さんの最も身近な相談役として、地
域福祉の中心的な役割を担っていただく民生委
員・児童委員 249 人と、主に児童問題に取り
組んでいただく主任児童委員 32 人が決まり、
厚生労働大臣の委嘱状を伝達しました。いずれ
も任期は 12 月１日から３年間。
　誰もが安心して生活するためには、民生委
員・児童委員と地域の皆さんとの協力が必要不
可欠です。皆さんの力でよりよい地域づくりを
進めていきましょう。
　お住まいの地域を担当する民生委員・児童委
員や主任児童委員が分からない場合は、地域の
自治会長（区長）か保健福祉企画課にお尋ねく
ださい。
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全国茶品評会　褒賞授与式に出席

　11 月 16 日、宇治市文化センターで行われた全
国一のお茶を決める全国茶品評会の褒賞授与式に出
席しました。今年８月に行われた同品評会のかぶせ
茶の部で全国から 100 点が出品された中、舞鶴市
からの出品茶が入賞したもの。外観や香気、滋味な
どを審査され次のとおり受賞されました。

【かぶせ茶の部】
　❖農林水産大臣賞（１位）…南範男さん
　❖農林水産省生産局長賞（２位）…増茂義郎さん
　❖産地賞（団体の部・１位）…舞鶴市
▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

▲山田知事から賞状を受け取る多々見市長

チャレンジファンドの採択事業決まる

　新たなビジネスモデルの構築や新商品の研究開発な
どに必要な経費を助成する「リーディング産業チャレ
ンジファンド」の採択事業が決定。
　10 月４日、商工観光センターで公開プレゼンテー
ションが行われ、来場者の評価、有識者の意見を参考
に８事業の中から２事業を採択しました。採択事業に
は各 500 万円が交付されます。
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

事業名 地産地消建材
NEW 赤れんがプロジェクト

スポットカシメプレス
の事業化

事業者名 ㈱ DIY STYLE ㈱エナミ精機

事業概要

　軽量化と断熱化を備
えた手軽な「NEW 赤れ
んが」を開発、商品化。
　市街地の景観形成に
活用し、オーダーメイ
ドの軽量れんが製造事
業へ展開を図る。また、

「赤れんが工房」を開設
し、観光誘客や国内外
の赤れんがを有する地
域への進出を目指す。

　金属同士の接合法と
して利便性の高いカシ
メ接合で、多品種少量
生産の現場に大きな費
用対効果を生み出す廉
価型の装置を開発。
　従来よりも広い範囲
の業種のほか、海外メー
カーも視野に入れた事
業展開を実施する。

青葉中学校で学校給食を開始

　12 月 17 日㈫から青葉中学校で給食が始まります。
スクールランチ方式で実施し、市内の中学校では５校
目。市の栄養士が栄養バランスを考え献立を作成し、
食物アレルギーのある生徒には除去食も準備。給食費
は１食 300 円で、成長期にある中学生に、安心・安
全で栄養バランスのとれた給食を提供します。
　なお、来年度から城南・城北中学校でも給食を開始
する予定です。
▶詳しくは、学校教育課（☎ 66・1072）へ。

▲ 10 月から始まった白糸中学校の給食の様子

首都圏観光プロモーション

　11 月９日、舞鶴の特産品や観光スポットを PR す
る「首都圏観光プロモーション」を国際連合大学前（東
京都渋谷区）で実施。
　農水産物の知名度アップや観光ブランドの情報発
信を行い、本市への誘客につなげようと（一社）舞
鶴観光協会と連携し実施したもの。
　舞鶴かまぼこや干物類などの水産加工品、万願寺
甘とうや佐波賀だいこんなどの農産物を販売したほ
か、観光パンフレットを配布し舞鶴の魅力を PR し
ました。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

▲舞鶴産の農水産物を販売

TOPICS
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冬の味覚の王者

　11 月６日、冬の味覚の王者「舞鶴かに R」
（ズワイガニ）漁が解禁。市内から底引き網
漁船５隻が出漁し、雄 126 箱（630㌔）、雌
259 箱（1,036㌔）が水揚げされました。
　午後１時に府漁協舞鶴地方卸売市場で行わ
れた初セリでは、仲買人らの威勢のよい声で
次々と競り落とされました。最高値は雄１箱

（５匹）160,000 円。漁期は来年３月 20 日（雌
は１月 10 日）まで続きます。　　　 《水産課》

▲獲れたて、ゆでたての「舞鶴かに R」

《舞鶴かに R プレゼントキャンペーン実施中》

　舞鶴かに RPR キャンペーン協議会では、
「舞鶴かに R」についている緑のタグ１枚と
プレート１枚を１口で、住所、氏名、電話番
号、購入場所を舞鶴市水産協会に郵送すれば
抽選で５人に「舞鶴かに R」を進呈。締め
切りは 12 月 31 日。

【問い合わせ先】
　（一社）舞鶴市水産協会事務局（水産課内、
☎ 66・1020）

「舞鶴かに R」漁が解禁　

日本海の冬がやってきた

《「舞鶴かに R」とは》
　舞鶴漁港に水揚げされるズワイガニのこ
と。特許庁の地域団体商標にも登録され、
身が甘く、獲れたての味は絶品。

あかまつ・あおまつ　毎日運行
デザイナーズ車両が大好評！

▲あおまつ号の外観 ▲あおまつ号の車内の様子

　JR 九州の「ななつ星」のデザインで知られる工
業デザイナー水戸岡鋭治さんが手がけた KTR のあか
まつ号とあおまつ号が、11 月１日から毎日運行して
います。運行時刻などは右表のとおり。
　また、新たに「コミューター車両」も登場。便利
で快適な列車の旅が楽しめます。
　あかまつ号は乗車券のほかに乗車整理券（300 円）
が必要です。あかまつ号に連結されるコミューター
車両は乗車券のみで乗車できます。

▶詳しくは、北近畿タンゴ鉄道㈱（☎ 0772・25・2323）

列車 運行時刻
運行日

変更前 変更後

あかまつ１号 西舞鶴
豊　岡

10:26 発
12:39 着

偶数日

毎日
あかまつ２号 豊　岡

西舞鶴
13:33 発
15:51 着

あおまつ２号 西舞鶴
福知山

12:29 発
14:11 着

奇数日
あおまつ１号 福知山

天橋立
14:48 発
15:55 着

▲あかまつ号の外観 ▲あかまつ号の車内の様子
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人権標語入賞作品が決定
たくさんの応募ありがとうごさいました

「人権のつどい 2013」を開催

　人権週間（12 月４日～ 10 日）にちなんだ啓発事業「人
権のつどい2013」を開催します。入場無料。申し込み不要。

【日時】12 月８日㈰ 13 時 30 分～ 15 時 30 分
【場所】総合文化会館
【内容】❖まいづる児童合唱団によるオープニング
❖中学生人権作文の発表
❖人権なんでも相談（10 時～ 12 時）
❖フリーアナウンサーの堀尾正明さんによる講演「は
ぐくもう！思いやりの心は『ご近所の底力』」

【その他】手話通訳、要約筆記、磁気ループあり。託児
あり（12 月５日㈭までに予約が必要）。
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）へ。

お気軽にご来場ください

▲堀尾正明さん

旧軍港四市のグルメ交流会に参加

　11 月２日、長崎県佐世保市で「旧軍港四市グルメ交流
会」が行われました。これは、旧軍港市の佐世保市、呉市、
横須賀市、舞鶴市が、食を通じて各市の PR を行おうと
毎年持ち回りで実施しているものです。
　舞鶴からは「舞鶴肉じゃがまつり実行委員会」が参加し、
舞鶴に現存する「海軍厨業管理教科書」のレシピに基づ
いて作った「肉じゃが」などを出品。肉じゃが発祥の地
として名乗りを上げている呉市と競ったほか、佐世保市
からは「佐世保バーガー」、横須賀市からは「横須賀海軍
カレー」が出品され、多くの来場者が各市自慢の旧海軍
ゆかりの味を楽しみました。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

▲大人気の肉じゃが

まいづるグルメをPR

　７月～９月に募集した人権標語の入賞作品が決定。
応募総数 6,876 点の中から、特選４点、入選 10 点、
佳作 10 点が決まりました。
　入賞者の皆さんは次のとおりです（敬称略）。

《特選》
❖育てよう 　「いじめるな…」と言える　その勇気　（多田勝弥＝一般）
❖自分なら　傷付きませんか　その言葉　（柴田麻夕＝城北中３年）
❖いじめして　友達なくすの　自分だよ　（小宮山龍太＝中舞鶴小５年）
❖見つけるよ　一人一人の　いいところ　（福田一揮＝池内小２年）

《入選》
❖瀧本真己（一般）❖梶井朝未（若浦中３年）❖金子栞（城北中３年）
❖北村宗太郎（吉原小６年）❖藤村千尋（朝来小６年）
❖山﨑公平（新舞鶴小６年）❖椋本美里（新舞鶴小４年）
❖小畑樹希（倉梯小３年）❖水本妃菜（三笠小２年）
❖宮前清夏（新舞鶴小１年）

《佳作》
❖守時祐果、山﨑翼（以上東舞鶴高１年）❖山本詩織（青葉中２年）
❖笹田日和（青葉中１年）❖高橋洋平、宮﨑翔也（以上朝来小６年）
❖谷口晴斗（新舞鶴小６年）❖鎌井佑（明倫小５年）
❖谷口空士（由良川小５年）❖松岡沙葵（三笠小２年）
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）へ。

　年末年始の市役所の業務は次のとおりです。ご
理解とご協力をお願いします。
　12 月 27 日㈮までは平常どおり。
　12 月 28 日㈯～１月５日㈰は休みます。

　なお、出生届、死亡届、埋火葬許可などは次の
場所で毎日受け付けます。
❖市役所宿直室（本館西口、☎ 62・2300）
❖西支所受付（西総合会館内、☎ 75・2250）
❖加佐分室（☎ 83・0014）

市役所の年末年始のお知らせ
出生・死亡届などは毎日受け付けます
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歩道橋の名称を募集します

　京都府では、フェリーターミナルや緑地公園がある
前島ふ頭と JR 東舞鶴駅や市街地を結ぶ新たな歩行者
導線となる歩道橋の建設を進めています。
　これまで、「（仮称）前島歩道橋」としていましたが、
来年春の完成に向け「みなと」「東地区ウォーターフロ
ントのシンボル」をイメージさせる名称を募集してい
ます。

【応募方法】
　12 月 20 日㈮までに、名称と説明、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、はがきかファクス（62・9891）、
電子メール（minato@post.city.maizuru.kyoto.jp) で
みなと振興・国際交流課「歩道橋名称募集」へ。

【選考方法】
　選考委員会で決定。採用者には記念品を進呈。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

平成 26年春完成予定

【入所条件】次のいずれかの場合など昼間家庭で保育す
ることができないこと
❖保護者や同居の家族が昼間、家庭外で働いている
❖保護者や同居の家族が家庭内で家事以外の仕事をし
ている
❖保護者が出産前後か病気・けがをしている
❖保護者が家族の看病をしている

【保育料】各世帯の収入によって異なる

【申し込み方法】申込書に必要事項を記入し、12 月２
日㈪～ 20 日㈮に子ども育成課か西支所保健福祉係へ。
各保育所（園）でも下表の日時に受け付け。申込書と
案内冊子は同課や同係、加佐分室、各保育所（園）、各
公民館、各子育て支援センターなどで配布。市ホーム
ページからダウンロード可。
▶詳しくは、子ども育成課（☎ 66・1009）か西支所
保健福祉係（☎ 77・2253）へ。

26 年度 保育所（園）の入所申し込み
12 月２日～ 20日に受け付け

【保育所（園）一覧表】
保育所 ( 園 ) 名 市・私立 所在地 電話番号 対象児

（来年４月１日現在） 定員 ( 人 ) 開所時間 保育所 ( 園 ) での受付日時

相愛保育園 私立 魚屋 234-1 ☎ 75・1083 ３か月～就学前 120 7：00 ～ 18：00
12 月９日㈪

16：00 ～ 18：00平保育園 私立 中田 440-1 ☎ 68・0107 ３か月～就学前 70 7：00 ～ 18：00

東保育所 市立 南浜町 9-7 ☎ 62・0464 ３歳児～就学前 100 7：15 ～ 18：15

岡田保育園 私立 志高 70 ☎ 60・2778 ３か月～就学前 60 7：00 ～ 18：00

12 月 10 日㈫
16：00 ～ 18：00

タンポポハウス 私立 泉源寺 223 ☎ 64・2762 ３か月～就学前 80 7：00 ～ 18：00

東乳児保育所 市立 浜 1569-2 ☎ 62・1862 ６か月～２歳児 40 7：30 ～ 18：30

東山保育園 私立 倉谷 961-1 ☎ 76・7314 ３か月～就学前 150 7：15 ～ 18：15

永福保育園 公文名園舎 私立 公文名 63 ☎ 75・4006 ３か月～就学前 120 7：15 ～ 18：15
12 月 11 日㈬

16：00 ～ 18：00さくら保育園 私立 七条中町 8-20 ☎ 62・6987 ３か月～就学前 110 7：15 ～ 18：15

西乳児保育所 市立 円満寺 100-3 ☎ 76・0573 ６か月～２歳児 40 7：30 ～ 18：30

なかすじ保育園 私立 公文名 344 ☎ 76・7122 ３か月～就学前 60 7：30 ～ 18：30

12 月 12 日㈭
16：00 ～ 18：00

中保育所 市立 余部下 1063 ☎ 62・0292 ６か月～就学前 200 7：15 ～ 18：15

八雲保育園 私立 丸田 27-1 ☎ 82・0278 ３か月～就学前 70 7：40 ～ 18：00

やまもも保育園 私立 溝尻 1106 ☎ 62・0524 ３か月～就学前 80 7：30 ～ 18：30

昭光保育園 私立 浜 211 ☎ 63・4821 ３か月～就学前 150 7：00 ～ 18：00
12 月 13 日㈮

16：00 ～ 18：00南乳児保育所 市立 行永 762-1 ☎ 63・7961 ６か月～２歳児 40 7：30 ～ 18：30

ルンビニ保育園 私立 寺内 90 ☎ 76・3703 ３か月～就学前 120 7：30 ～ 18：30

永福保育園 城屋園舎 私立 城屋 837 ☎ 75・4005 産休明け～就学前 30 7：30 ～ 18：30 保育園での受け付けなし

▲歩道橋の完成イメージ
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成人式のご案内
思い出に残る記念の日を舞鶴で

【日時】来年 1 月 12 日㈰ 14 時～ 15 時 30 分
【場所】赤れんがパーク
【対象】平成５年４月２日～６年４月１日生まれの人
【内容】
《式典》
　14 時から（開場は 13 時 30 分）、赤れんが５号棟（赤
れんがイベントホール）。会場準備の都合により、参加
には事前の申し込みが必要。
　※厳粛な式典となるようご協力をお願いします。

❖式典への申し込み方法…成人式式典参加希望と明記
の上、住所・氏名・性別を記入し、電子メール（syakyo@
post.city.maizuru.kyoto.jp) かファクス、はがきで社
会教育課へ。12 月 13 日㈮（必着）
　※式典への参加を希望されない方は、市政記念館ホール

を解放しています。同級生との歓談などにご利用ください

（13時30分～15時30分）。式典の様子をスクリーンに放映。

《全体交流会》　
　式典終了後～ 15 時 30 分、赤れんが５号棟。アトラ
クションや同級生、恩師などとの交流、新成人の門出
を祝う祝福メッセージの掲示など。申し込み不要。

▲新成人でにぎわう会場（１月 13 日）

　本市の姉妹都市であるポーツマス市（英国）で、ホー
ムステイを体験しながら、現地の学校で英語を学ぶ研
修を実施します。
　昨年よりもさらに経済状況に配慮した環境を整える
ため、市の補助率を２分の１から３分の２に引き上げ
ました。また、応募資格の見直しを行い、より学習意
欲のある生徒を募集します。

【日程】来年３月 22 日㈯～ 31 日㈪
【定員】10 人（多数の場合抽選）

【応募資格】
❖市内在住の中学２年生～高校２年生で、前年度１年
間の英語成績が評定平均 4.0 以上（５段階評定）
❖説明会や事前英語研修など、渡航前の取り組みに積
極的に参加する意志がある
❖帰国後、積極的に国際交流活動に参加する意欲がある

【参加者自己負担額】
　126,000 円
　（渡航費用 378,100 円のうち、市が３分の２を補助）

【申し込み方法】
　所定の用紙（市内の各中学校・高校、みなと振興・
国際交流課、加佐分室、中央公民館、NPO 法人舞鶴国
際交流協会などに備え付け。市、同協会ホームページ
からダウンロード可）で同協会へ。来年１月 15 日㈬
17 時必着。郵送の場合は 15 日消印有効。

【お問い合わせ先】
　NPO 法人舞鶴国際交流協会（☎ 75・8801、電子メー
ル mianpo@globe.ocn.ne.jp）へ。※電話は、月～金曜

日の 13 時～ 18 時（12 月２日㈪から受け付け開始）に。

▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。▲ポーツマス市名誉市長を表敬訪問する参加者（昨年度の様子）

▪新成人への祝福メッセージを募集
【内容】様式は自由。200 字程度。メッセージは当日会
場に掲示するほか、市ホームページに掲載

【対象】新成人を教育・指導した人や職場・学校関係者
など

【申し込み方法】来年１月６日㈪までに郵送か持参、ファ
クス、電子メールで社会教育課へ。
▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073、ＦＡＸ 62・9897）へ。

ポーツマス市訪問青少年英語研修の参加者を募集します
姉妹都市でホームステイ
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登録型本人通知制度のお知らせ

　戸籍謄本・住民票などの不正取得を防止するため登
録型本人通知制度を実施しています。
　この制度は、事前に登録をすることで、対象となる
証明書を第三者に交付したときに、その交付の事実を
登録者本人にお知らせするものです。

【通知の対象となる証明書】
❖戸籍謄・抄本、戸籍記載事項証明書（除籍を含む）
❖住民票の写し（除票を含む）
❖住民票記載事項証明書
❖戸籍の附票（除票を含む）

【登録できる人】
❖市内に本籍がある（過去にあった人）
❖市内に住民登録がある（過去にあった人）

【申し込み方法】市民課か西支所市民・年金係窓口で。
運転免許証など本人確認できる書類が必要。
▶詳しくは、市民課（☎ 66・1002）、西支所市民・
年金係（☎ 77・2252）へ。

ふるさとあぐりブランド　推奨品を募集

　農産物や加工品で舞鶴を PR す
る「ふるさと舞鶴あぐりブランド
推奨制度」の推奨希望品を募集し
ます。

【対象品目】舞鶴産の農産・畜産物、
またはそれらを原材料とする加工
品など

冬の節電にご協力を

　市役所では昨年に引き続き 12 月２日㈪～来年３月
31 日㈪の間、節電に取り組みます。
　今冬は必要最低限の電力が確保できる見通しです
が、昨年並みの節電が前提となっています。ご家庭や
事業所でも、平成 22 年の冬と比べ６㌫削減を目安に、
健康や事業活動に影響が生じない範囲でご協力をお願
いします。
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

一般競争（指名競争）入札の参加資格申請受付

　市が発注する建設工事や物品購入などの入札や見積
り合わせに参加を希望される方（事業所）は参加資格
の申請が必要です。

【受付期間】来年２月３日㈪～ 28 日㈮の平日、９時～
12 時と 13 時～ 16 時

【対象】
❖定期受付…物品・役務業者、測量・建設コンサルタント
等業者および市外の建設工事業者（有効期限は 26・27 年度）
❖追加受付…市内の建設工事業者（有効期限は 26 年度）

【申し込み方法】所定の用紙（管財契約課に備えつけ。
市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記
入し、必要書類を添えて同課へ郵送か持参
▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

市議会 12 月定例会

　市議会 12 月定例会の日程は右表
のとおり。いずれも傍聴できます。
　定員は本会議が先着各 38 人、委
員会が先着各 15 人。
▶詳しくは、議会事務局（☎ 66・
1060）へ。

日　時 内　容 場　所
　2 日㈪   10 時 30 分から  本会議（提案説明）

 市議会議場  11 日㈬   10 時から  本会議（一般質問）
  12 日㈭   10 時から  本会議（一般質問、質疑）
  17 日㈫   10 時から  経済消防

 民生労働
 建　　設
 総務文教

 議員協議会室
  17 日㈫   13 時から
  18 日㈬   10 時から
  18 日㈬   13 時から
  20 日㈮   10 時から  予算決算委員会
  26 日㈭   10 時 30 分から  本会議　（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

（予定）

　「舞鶴市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向
けた基礎資料とするため、次の人を対象にアンケート
を実施しています。

【実施期間】11 月 25 日～ 12 月９日
【対象】
❖就学前の子どもの保護者…2,000 人
❖小学１～６年生の児童の保護者…2,400 人
※住民基本台帳から無作為に抽出

【内容】家族の状況や子どもの教育・保育、子育て支
援策など
▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1008）へ。

子ども・子育てアンケートにご協力を

委員会・分科会

※委員会の日程については変更になることがあります

【推奨基準】
❖ふるさと舞鶴のアピールにつながる
❖舞鶴にこだわっている産品・商品
❖生産者がモノづくりにこだわっている
❖消費者に信頼される産品や商品

【申し込み方法】所定の用紙（農林課、西支所、加佐
分室に備え付け）に必要事項を記入し、１月 31 日㈮
までに同課へ郵送か持参

【選考方法】推奨懇話会（２月に開催予定）で審査。
▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

▲推奨マーク
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地方税（市税・府税）の徴収緩和

　災害により被害を受けられた人は、その被害の程度
に応じ地方税（市税・府税）の納付について、納税の
猶予や換価の猶予などの徴収緩和の制度を適用するこ
とができますのでご相談ください。
▶詳しくは、京都地方税機構中丹地方事務所（福知
山市役所大江支所内、☎ 0773・56・0340）へ。

府と市で個人住民税の特別徴収を推進しています

　給与所得者の個人住民税（市民税・府民税）の特別
徴収は、事業主（給与支払者）が毎月の給与から住民
税を差し引いて、市町村へまとめて納入する制度です。
所得税の源泉徴収義務がある事業主は、地方税法の規
定により、特別徴収義務者としてすべての従業員の住
民税を特別徴収することが原則として義務付けられて
います。
　まだ特別徴収を実施していない事業主は、法令に基
づく適正な実施をお願いします。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1026）へ。

災害援護資金貸付金　申請期限が迫る

【貸付限度額】　❖全壊…350 万円❖半壊…270 万円
❖家財被害…250 万円 ※被災状況で貸付限度額が異なる

【対象】❖住居が半壊相当以上の損害を受けた世帯
❖住居の損害はないが、家財が損害を受けた世帯

【申請期限】12 月 27 日㈮
【その他】❖連帯保証人が必要 ❖所得制限あり
❖利子３㌫（返済後に利子はお返しします）
▶詳しくは、保健福祉企画課（☎ 66・1011）へ。

家屋の取り壊しは届け出を

　家屋（住宅や店舗、作業所、事業所、車庫など）に
係る固定資産税は、毎年１月１日までに新築・増築さ
れたものは、翌年度から課税され、取り壊しをされた
ものは、翌年度から課税されなくなります。
　今年、すでに家屋を新築・増築した人や取り壊した
人、12 月末までに取り壊す予定のある人は、税務課
に届け出をお願いします。
　なお、新築・増築の場合は家屋評価のための調査が
必要です。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

【対象】市内の住宅に居住し被害を受けた人で、市内で住宅
を建替・購入・補修・賃借し、引き続き居住する人

【対象経費】被災した住宅に代わる住宅の新築・購入・補
修費用や賃借にかかる費用、被災した住宅の補修費用など

【補助金額】対象経費の３分の 1
【補助金の限度額】

【その他】申請と工事完了報告は、同じ年度内に行う必要
があります。平成 25 年度の申請は来年１月 31 日㈮まで。
報告は２月 28 日㈮までに行ってください。
▶詳しくは、建築住宅課（☎ 66・1050）

国民健康保険料の滞納整理強化月間

　12 月は国民健康保険料の滞納整理強化月間。滞納
者に文書や電話などによる納付催告、訪問徴収などを
実施します。
　支払い能力がありながら納付されない場合、預貯金
や給与などの差し押さえを厳正に行います。保険料の
納付にご協力をお願いします。
▶納付相談などは保険医療課（☎ 66・1007）へ。

《口座振替のご利用を》
　国民健康保険料や市税などの納付には口座振替をご
利用ください。手続きは、金融機関か郵便局の窓口で

（通帳、届出印、納付書が必要）。
▶口座振替に関する問い合わせは、税務課（☎ 66・
1025）か保険医療課へ。

母子家庭の母親対象の人間ドック

【日時】来年までの４月の平日（午前中）
【場所】舞鶴赤十字病院
【対象】今年４月１日現在で 30 歳以上 65 歳未満の母
子家庭の母・寡婦（寡婦は国民健康保険の加入者）。

【定員】先着 40 人【料金】無料
【申し込み方法】１月 15 日㈬までに所定の用紙（子ども
支援課、西支所保健福祉係、中丹東保健所に備え付け）で。
▶詳しくは、中丹東保健所（☎ 75・0856）へ。

地域で支える認知症ケア講演会

【日時】　12 月８日㈰ 13 時～ 16 時 15 分
【場所】　綾部市中央公民館（綾部市里町久田 21-20）
【内容】　❖松本診療所ものわすれクリニック院長の松本
一生さんによる講演「認知症本人、家族のための医療の役
割と地域支援について」❖医療機関や事業所、各地域から
の実践報告❖若年性認知症の医療相談会（16 時 15 分から）

【申し込み方法】電話で中丹東保健所（☎ 75・0805）へ。
▶詳しくは、中丹東保健所へ。

台風18号の被災者住宅再建を支援
（再建経費の一部を補助します）

被災区分
再建等の方法

新築・購入 補修 賃借
大規模半壊 100 万円 60 万円 40 万円

半壊 150 万円 －

一部破損・床上浸水 50 万円 －
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広げよう人権の輪　

　「すべての人間は、生まれながらにして自由であ
り、かつ、尊厳と権利とについて平等である…」こ
の第１条から始まる「世界人権宣言」 が 1948 年
12 月 10 日に国連総会で採択されてから、今年で
65 周年を迎えます。
　「世界人権宣言」には、人種や性別、生まれなど
の違いによって誰も差別してはならない、誰も差別
されないとうたわれていますが、これまで多くの取
り組みがなされてきたにもかかわらず、私たちの周
りには、さまざまな差別による問題が起こっていま
す。
　中でも、同和問題（部落差別）は、日本の歴史の
中で、人為的に形作られてきた身分制度により、住
む所や職業、結婚を制限されるなど、一部の人々が
長い間、社会的・経済的に差別を受けてきた我が国
固有の人権問題であり、今でも出身地や住んでいる
所を理由に差別をする人がいます。
　このような差別は見えにくくなってきています
が、日ごろ「差別はいけない」と思っている人で
も、自分の子どもや親戚の結婚のことになると心の
中にある偏見や差別意識が現れて反対をすることが

あります。しかし、本人の意思や努力ではどうにも
ならないことを理由に反対することは理不尽なこと
です。誰もが幸せに暮らすことができる社会を築く
ために、私たちは心の中にある偏見や差別意識をな
くしていかなければなりません。
　そのためには、私たち一人ひとりが同和問題を他
人事とせず、日々の暮らしの中で自分の価値観や考
え方にきちんと向き合い、「事実を正しく知り、正
しく理解し、正しく判断する」という意識と、周り
に流されない強い心を持つことが必要です。
　

人が人として　～ 差別のない社会をめざして ～　

12月４日～10日は人権週間です

「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約 1 万２千点の
資料の中から、今回は「煙

た ば こ

草ケース」を紹介します。

　シベリア抑留では食糧事情が大変厳しい中、煙草
を吸うことができたのかと疑問に思われるかもしれ
ません。
　現在のような紙に巻かれたものではなく、巻き紙
とたばこの葉が別々で、吸う際に自分で巻くものが
多かったようです。
　当館に展示している煙草ケースの素材はアルミニ
ウムと推測され、その調達方法は現在のところ分
かっていません。ケースの外面に装飾を施すため
に、金づちの代用としてレールを留める犬釘を使
かったり、タガネの代わり有刺鉄線を加工したり
と、道具も試行錯誤して自作していたことが寄贈者
の記録から分かります。
　外面の装飾には、鯛と竹・波に寿の文字や富士山
を思わせる山を施したものなどがあり、望郷の思い
を表現したものと思われます。
　また、日本人の抑留者が収容所で一緒になったド
イツ人捕虜から譲ってもらったヤシの木などの彫刻 ▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

が施されたものもあり、他国の兵士と交流があった
ことも分かります。
　収容所によっては、労働の対価として少量の煙草
の支給があったことや、大変少額ながら支給された
賃金で食糧ではなく煙草を購入していたことも手
記・体験記などに記されています。抑留者にとって
煙草が単なる嗜好品ではなく、苦しい収容所生活を
耐え忍ぶ上で、ひと時でも精神的な支えになってい
たことが伺えます。
　煙草ケースの中には貴重な煙草の葉だけでなく、明
日への希望も大切にしまわれていたのではないでしょ
うか。

▲さまざまな煙草ケース

　人権週間は、世界人権宣言が採択された日に
ちなみ、人権の大切さを再確認するために設け
られました。舞鶴市でもこの期間中に「人権の
つどい」を開催します（11㌻に関連記事）。
　ぜひご来場ください。       《人権啓発推進室》
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　舞鶴市は、西地区は安土桃山時代から続く城下町と
して、東地区は明治 34 年に開庁された海軍鎮守府に
由来する港町として、おのおのに多くの歴史・文化資
源を有し、山、川、里、海の豊かで多彩な自然と美味
しい海の幸、山の幸がある誇れるまちです。
　現在、我が国では少子高齢化、人口減少、地域コミュ
ニティーにおける絆の希薄化などが進行し、地方の元
気がドンドン失われています。そうした中、①舞鶴で
生まれ育った若者が引き続き舞鶴に住み続けたいと思
えるまち②定年後に故郷に戻って住みたいと思えるま
ち③訪れた人がまた行ってみたくなるまちを目標とし
て、さまざまな施策に取り組んでいます。
　舞鶴若狭自動車道は平成 26 年夏に全線開通予定で、
その区間にある綾部西舞鶴間の４車線化工事も来年度
から開始されます。さらに、平成 26 年度には京都縦
貫自動車道も全線開通し、関西圏の高速道路ネットワー
クが遂に完成します。
　そして、舞鶴国際ふ頭などの港湾整備、港に連絡す
る国道 27 号西舞鶴道路などの整備、白鳥トンネル４
車線化による東西間の移動時間短縮など、舞鶴市が近
未来に大きく発展する基礎が出来上がります。

　ドクターＴのひとりごと
　　その⑰「舞鶴の未来像」

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　「一生に一度、行ってみたい旅」と

聞いてどこを思い浮かべますか。本書

は、世界の王道の観光地約 400 か所

を紹介しています。その美しさに圧

倒されるページを繰ると、行った気

分になるのではなく、旅に連れ出し

てくれそうになる写真集です。    （東）

一生に一度だけの旅 極上の世界旅行
マーク・ベイカー 他

ケネディ回想録 - フォト・メモワール -
ジャック・ロウ

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

防災ひとくちメモ
～ 除雪作業中の事故にご注意 ～

　毎年、市内でも除雪作業中の事故が
発生しています。除雪作業を行う場合
は、下記の点に注意して安全に作業を
行ってください。

　　　　　　《危機管理・防災課、消防本部警防課》

　ジョン・Ｆ・ケネディ没後 50 年。

ケネディ家の厚い信頼を得ていた写

真家による回想録。未公開を含む

279 枚もの写真を収録。報道写真で

は見ることのできなかった一族の素

顔が写し出されていて、当時の空気

までもが伝わってきます。　 　  （西）

　大雪のときは、災害時の避難路が閉ざされる状況に
なり、火災や急病が発生した場合の救急・救助活動の
障害になります。特に、除雪作業ができないひとり暮
らしの高齢者宅の避難路を確保するために、地域の皆
さんのご協力をお願いします。
　また、自宅付近の消火栓や防火水槽周辺の除雪につ
いてもご協力をお願いします。

《地域での除雪作業にご協力を》

全般
家族や隣近所にも声をかけて、2 人以上で作業する
携帯電話を持っていく
作業開始直後と疲れたときは、特に慎重に作業する

屋根の雪下ろし

はしごの固定を必ず行う
低い屋根でも油断はしない
命綱とヘルメットをつける

地面への直接の転落を避けるため、建物の周りに雪
を残しておく

晴れの日は雪がゆるむため、特に注意する

【除雪作業時の注意点】

くらしの豆知識
～ 自転車などの交通ルールが変わります ～

▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1006）へ。

　京都府道路交通規則が一部改正され平成 25 年 11
月 1 日から自転車などを運転する際、次のことが禁止
され、罰則も規定されました。
❖携帯電話などを使用しながらの運転
❖大音量でイヤホンやヘッドホンを使用しながらの運転
　また、道路交通法も一部改正され平成 25 年 12 月
1 日から自転車の利用者や自動車の運転者への義務や
罰則が変更されます。変更内容は下記のとおり。

　自転車を運転する場合、運転免許証は不要です。し
かし、自転車も車両であり交通違反や交通事故を起こ
すと刑罰を受けたり損害賠償の責任を負うことがある
ので、注意しましょう。
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大
会
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で
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☆
全
日
本
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（
８
月
30
日
～
９
月
４
日
、
大
阪
府
）
嵯
峨
根

和
正
（
倉
谷
）、
森
本
遥
大
（
水
間
）

☆
全
日
本
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会

（
９
月
６
日
～
８
日
、群
馬
県
）
福
本
晃
士
（
田

園
町
）、
植
山
真
実
（
喜
多
）

☆
全
日
本
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
９
月
６
日
～
８
日
、
島
根
県
）
小
谷
徹
（
行

永
）、
神
内
敏
郎
（
公
文
名
）、
冨
田
毅
（
常

新
町
）、
藤
村
保
夫
（
行
永
桜
通
り
）

☆
日
本
ス
ポ
ー
ツ
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ス
タ
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ズ

（
９
月
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日
～
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日
、
福
岡
県
）
❖
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良
一
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白
滝
）、
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伊
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）
❖
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…
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）

❖
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
…
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野
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）、
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谷
雅
昭
（
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）、
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田
友
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白
浜
台
）

☆
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（
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月
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）
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大
会
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（
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年
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田

苑
果
（
青
葉
中
３
年
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田
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（
白
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中
２
年
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田
中
１
年
）、
中
村
百
々
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（
城

北
中
１
年
）、
丸
木
ひ
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た
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鶴
小
６
年
）、
村
尾
茜

（
高
野
小
５
年
）、
髙
橋
悠
記
（
中
筋
小
５
年
）

☆
国
民
体
育
大
会
（
10
月
３
日
～
８
日
、
東
京
都
）

❖
陸
上
競
技
…
川
端
千
都
（
綾
部
高
３
年
、若
浦
中
出
身
）

❖
ウ
エ
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フ
テ
ィ
ン
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競
技
…
瀬
野
郁
希
（
加
悦
谷

高
３
年
、
白
糸
中
出
身
）、
濱
田
翔
太
（
海
洋
高
３
年
、
若
浦

中
出
身
）
❖
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
…
長
倉
脩
（
上
安
）

☆
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
10
月
５
日
～
７
日
、鳥
取
県
）
ミ
ツ
ウ
マ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
13
人
が
市
内
在
住
）

☆
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
10
月
12
日
～

14
日
、
東
京
都
）
❖
競
泳
競
技
…
神
田
昌
胤
（
舞

鶴
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
）
❖
陸
上
競
技
…
齊

藤
美
紀
（
舞
鶴
支
援
学
校
２
年
）

☆
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
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（
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月
13
日
、

東
京
都
）
山
下
陽
裕
（
立
教
大
２
年
、
白
糸
中
出
身
）
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彰
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彰

▪
法
務
大
臣
表
彰

山
田
敏
子（
66
歳
、西
吉
原
）

CAMERA EYE

時間旅行博物館へようこそ　～ 新たなアートプロジェクトが始動 ～

01

　10 月 27 日と 11 月 10 日、赤れんが配水池（旧北吸浄水場第一
配水池）で、「時間旅行博物館」を２日間限定で開館。これは現代美
術家の北澤潤氏が発案した舞鶴の過去・現在・未来を巡る市民参加
型のアートプロジェクトで、一般社団法人 t

ト リ ン ド

orindo と市、市教育委
員会が主催。
　中を入ると、なつかしい民具や写真などが時系列に展示されてお
り、見る人は過去から現在へと時間旅行に誘われます。未来へ向かっ
た展示コーナーでは、子供たちが描いた「未来の絵日記」が壁面に
飾られ、1 万年後の地球を描いた風船も展示。歴史を感じる赤れん
が建造物は現代美術の作品空間となりました。
　今後、この「未来の絵日記」をもとに、「30 年後の商店」が商店街
に開店したり、「100 年後の家」が現れたりと、さまざまなことが計
画されています。人々が出会い、参加して、驚きや感動・喜びを共有
する…それ自身が作品となるアートプロジェクトが動き始めました。

01. 民具や写真が年代を追って並ぶ　02. 赤れんが配水池外観　03．過去と現在の分岐点
04. 配水池の上部　05. 子供たちが描く未来の絵日記　06.「未来の絵日記」を展示した壁面

01

02 03

04
05 06
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CAMERA EYE

激しいプレイで観客を魅了！

01. 素早いドリブルでディフェンダーを振り切る 02. 激しい空中戦

　10 月 26 日と 27 日、文化公園体育館でプロバスケッ
トボール bj リーグ京都ハンナリーズの公式戦が行われ
ました。京都ハンナリーズは、激しく熱いプレイで観客
を魅了。目の前で繰り広げられる白熱したゲームに大き
な歓声が上がっていました。
　また、27 日の試合開始前には、京都ハンナリーズ
から、台風 18 号災害被災者への義援金が多々見市長
に手渡されました。

花いっぱい　まちにも 心にも

◀プランターを道路沿いに設置

　11 月 1 日～ 30 日、舞鶴東自治連合会が「花いっぱい運動」と「街
のクリーン作戦」を行いました。これは、花でまちをいっぱいにし、
訪れる人を「おもてなし」しようと今年から始めたもの。
　「花と緑の公社」から提供された色とりどりの花が咲いたプランター
を JR 東舞鶴駅前から大門通りの道沿いに設置したほか、同連合会に
加盟する 30 町内会の各家庭が工夫を凝らし花でまちを彩りました。
　

おもちゃを治療してもらったよ
　11 月 17 日、リサイクルプラザで市内で初めて「まいづる・おもちゃ
病院」が開催されました。おもちゃ病院は、ボランティアで参加する
おもちゃドクターが壊れたおもちゃの修理を行い、子供たちの元へ返
す取り組みで、「ものを大切にしようとする」気持ちを育もうと、まい
づる環境市民会議循環型社会プロジェクトが主催したもの。
　当日は、動かなくなったおもちゃを持った親子 40 組が来院し、10
人のドクターが丁寧に治療。思い出のいっぱい詰まったおもちゃが動
くようになって、子どもたちは大喜びでした。

▲おもちゃを持って来院した親子と診察するドクター

地域の伝統　華やかに受け継がれる
　市内の各地域の神社などで秋の伝統行事が行われました。
　受け継がれてきたさまざまな行事は、地域の皆さんの支えによって次の世代に
しっかりと伝えられ、華やかに秋を彩っていました。

01. 吉原の太刀振　02. 鈴鹿神社の祭礼　03．湊十二社神社の祭礼01
03

01 02

02
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12 月・年末年始のカレンダー

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、軽症
などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日の診療時間
内にかかりつけ医での受診をお願いします。

小児科一次診療救急・急病診療

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。

日 受付時間 会場

12 月１日㈰ ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分

らぽーる西側広場
（400㍉㍑のみ）

献血の日程

日 診療時間 当番病院（内科・外科）

12
月

   １日㈰ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

   ７日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

   ８日㈰ ９時から

  14 日㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

 15 日㈰ ９時から

 21 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

 22 日㈰ ９時から

 23 日㈷ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

 28 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

 29 日㈰ ９時から

 30 日㈪ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

 31 日㈫ ９時から 舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

１
月

１日㈷ ９時から 舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

２日㈭ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

３日㈮ ９時から 舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

日 診療時間 当番病院

12
月

１日㈰

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

   ８日㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 15 日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 22 日㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 23 日㈷ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 29 日㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 30 日㈪ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 31 日㈫ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

１
月

１日㈷ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

２日㈭ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

３日㈮ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

納　　期

種　類 納期限
　市府民税 （４期）

１月６日㈪
　後期高齢者医療保険料 （６期）
　国民健康保険料

（７期）
　介護保険料

水道修理

【受け付け時間】
平日が 17 時～ 19 時。土・日曜日と祝日、12 月 29 日㈰
～１月３日㈮は８時～ 19 時。19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎ 75・2250）へ。

月 当番会社
12 月 ㈱前川管工事工業所 （☎ 75・1198）

１月 山下管工開発㈱ （☎ 75・0048）

日
収集 持ち込み 粗大ごみの

戸別収集申込受付
※４

し尿の収集
可燃ごみ 不燃ごみ 清掃事務所 リサイクル

プラザ

12
月

 28 日㈯ ○ 1/1の振替 ○ ※２ 休 ※３

 29 日㈰ 休 1/2の振替 ○ ※２ 休 休

 30 日㈪ ○ 休 ○ 休 休 ※３

 31 日㈫ ○ 休 ※１ 休 休 休

１
月

   １日㈷ 休 休 休 休 休 休

   ２日㈭ 休 休 休 休 休 休

   ３日㈮ 休 休 休 休 休 休

   ４日㈯ ○ 休 ○ 休 休 休

   ５日㈰ 休 休 ○ 休 休 休

   ６日㈪ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 11 日㈯ ○ 1/3の振替 ○ ※２ 休 ※３

ごみ・し尿の収集

※１
※２

※３
※４

持ち込みは８時 30 分～ 12 時。
持ち込みは事前に予約が必要。平日の８時 30 分～ 16 時 30 分にリサイクルプラザ（☎ 64・
7222）へ。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域は休み。
12 月 25 日㈬までの受け付け分は 26 日㈭に収集。26 日以降の受け付け分は１月９日㈭に収
集。受付時間は、８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（☎ 64・5953）へ。

　粗大ごみの戸別収集は、これまで毎週
木曜日に実施していましたが、来年１月
から第２・４木曜日に変更します。
　なお、申し込み方法や手数料などは変
更ありません。ご理解とご協力をお願い
します。

粗大ごみの戸別収集
１月から毎月第２・４木曜に

【お願い】直接持ち込みする車が増えることで、施設付近を通行する一般車両に大変ご迷惑をおか
けしております。なるべく決められた収集日にごみを出すようご協力をお願いします。

可燃ごみ指定ごみ袋
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◎ 健康診査・予防接種
対象 内容 その他

成人の
個別健診

子宮頚がん 20 歳以上の女性 ❖細胞診　❖問診　など 来年１月 31 日㈮まで
乳がん 40 歳以上の女性 ❖マンモグラフィー　❖視触診　など

来年２月 28 日㈮まで
歯周疾患 40・50・60・70 歳の人 ❖歯周病検査　❖ブラッシング指導　など

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか

市ホームページでご確認を。転入や紛失など
で予診票がない人は、同センターへ連絡を。

《子宮頸がん予防ワクチンの接種》
　国の通知により現在、積極的にお勧めして
いません。ただし、有効性とリスクを理解し
た上で接種することはできます。

予防接種
（協力医療機関

で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

◎ 教室・相談
対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 12 月９日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

離乳食教室 ６～８か月児の保護者 12 月 13 日㈮
14 時～ 15 時 30 分

離乳食開始後の話
と試食

先着
15 人 無料 12 月２日㈪

から電話で

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 23 年１月７日～
６月 21 日生まれ 12 月 12 日㈭

９時～ 11 時 15 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着
20 人

300 円 12 月２日㈪
から電話で

２歳児 平成 23 年７月９日～
12 月 14 日生まれ

先着
30 人

　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

12 月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

【注意】風邪などが流行する季節です。集団感染の予防のため、お子さんやご自身の体温と体調を確認してからお越しください。

心の健康相談室
　子育ての悩みや人間関係、仕事のストレスなどの
相談に専門のカウンセラー（臨床心理士）が応じ
ます。ご家族からの相談も受け付けますので、悩
まずお気軽にご利用ください。秘密は厳守します。

【日時】12 月 16 日㈪ 11 時～ 15 時 45 分
【場所】保健センター
【定員】先着３人
【参加費】無料
【申し込み方法】12 月２日㈪～ 13 日㈮に電
話で同センターへ。

舞鶴健康講座を開催
　最近よく耳にする「ロコモティブシンドローム

（ロコモ）」。これは、運動機能が衰えて介護が必要
になるリスクが高まることです。
　今回の講座では、この「ロコモ」と高齢者の健
康について詳しく解説していただきます。

【日時】12 月 11 日㈬ 13 時 30 分～ 15 時
【場所】城南会館
【講師】舞鶴共済病院整形外科部長の野口学さん
【参加費】無料
【申し込み方法】電話で同センターへ。

　インフルエンザは、感染している人の咳やくしゃ
み、唾などの飛沫

ま つ

と一緒に出たウイルスをのどや鼻
から吸いこむことによって感染します。
　また、飛沫が付着したものを触った手を介して口
や目、鼻の粘膜から感染する場合もありますので、
次の点に注意しましょう。

【かからないために】
❖外出するときは人混みをなるべく避ける
❖帰宅したら手洗いとうがいをする
❖十分な睡眠・栄養・水分を取り、体調を整える
❖室内を適度な温度と湿度に保つ

【うつさないために】
❖発熱・咳・くしゃみなどの症状があるときは、
マスクを着用するなど「咳エチケット」を徹底する
❖なるべく外出を避ける

インフルエンザ
に気を付けて
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定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

event

催
し

●
12
月
20
日
㈮
13
時
～
15
時

●
中
総
合
会
館

●
相
続
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
舞
鶴
の

行
政
書
士
に
よ
る
ミ
ニ
講
座
「
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
と
任
意
後
見
～
」

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

●
12
月
８
日
㈰
14
時
～
16
時

●
府
漁
協
舞
鶴
支
所

●
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
、
マ
ガ
キ
、
ア
サ
リ

「
昼
市
」
新
鮮
な
魚
介
類
を
直
販

●
12
月
14
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

●
真
愛
の
家
寿
荘

●
介
護
者
の
体
験
談
や
参
加
者
同
士
の
茶

話
会

●
高
齢
の
方
を
介
護
し
て
い
る
人

●
１
０
０
円

●
真
愛
の
家
寿
荘
（
☎
76
・
８
８
８
７
）

介
護
者
教
室

●
12
月
３
日
㈫
13
時
30
分
か
ら

●
中
総
合
会
館

●
障
害
者
週
間
（
12
月
３
日
～
９
日
）
に

ち
な
ん
だ
式
典
や
講
演
な
ど

●
12
月
８
日
㈰
ま
で
同
館
ロ
ビ
ー
で
障
害

者
施
設
・
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
た
パ
ネ

ル
展
も
実
施

●
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議

会
内
、
☎
62
・
７
０
４
４
、
ＦＡＸ
62
・
７
０

３
９
）

障
害
者
ふ
れ
あ
い
行
動
デ
イ

●
12
月
21
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
ナ
ニ
・
ア
ロ
ハ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ま
れ
び

と
の
ギ
タ
ー
演
奏
、
デ
ザ
ー
ト
作
り
な
ど

●
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
先
着
30
人
●
１
，
０
０
０
円

●
12
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３
０

０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）
へ
。

身
障
セ
ン
タ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

▪
聴
覚
障
害
者
協
会
舞
鶴
支
部
女
性
部
の

手
芸
展

●
12
月
１
日
㈰
～
15
日
㈰
10
時
～
16
時

▪
「
ガ
チ
ョ
ウ
の
卵
」
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ

コ
ン
サ
ー
ト

●
12
月
３
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

▪
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
に
よ
る
南
京

玉
す
だ
れ
・
マ
ジ
ッ
ク

●
12
月
13
日
㈮
12
時
30
分
～
13
時

▪
肥
田
英
男
・
折
り
紙
展
（
た
ば
こ
包
装

紙
）

●
12
月
16
日
㈪
～
28
日
㈯
10
時
～
16
時

▪
「
ゆ
う
さ
い
連
」
の
よ
さ
こ
い
踊
り

●
12
月
16
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

▪
芳
賀
忠
一
・
サ
ク
ソ
ホ
ン
演
奏
会

●
12
月
23
日
㈷
12
時
30
分
～
13
時

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
世
界　

絵
本
作
家
・
新

美
南
吉 

生
誕
１
０
０
年
パ
ネ
ル
展

●
12
月
８
日
㈰
ま
で
、
10
時
～
17
時

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

●
12
月
15
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

●
中
総
合
会
館

●
監
督
の
榛
葉
健
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
も

実
施

●
全
席
自
由

❖
前
売
券
…
一
般
１
，
５
０
０
円
、
学
生

１
，
０
０
０
円

❖
当
日
券
…
一
般
１
，
８
０
０
円
、
学
生

１
，
５
０
０
円

●
実
行
委
員
会
チ
ー
ム
「
う
た
ご
こ
ろ
」

（
☎
78
・
２
６
０
０
）

「
う
た
ご
こ
ろ
」
映
画
上
映
会

●
12
月
22
日
㈰
～
25
日
㈬
10
時
～
20
時

（
22
日
は
13
時
か
ら
）
●
ホ
テ
ル
マ
ー
レ

た
か
た
●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
さ
え
ら
舞
に

よ
る
作
品
約
50
点
を
展
示
。

●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
さ
え
ら
舞
の
渡
部
さ

ん
（
☎
76
・
６
４
９
２
）

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展

●
12
月
14
日
㈯
18
時
～
21
時

サ
ン
タ
パ
レ
ー
ド

●
12
月
15
日
㈰
14
時
か
ら
●
舞
鶴
福
音
教
会

●
ろ
う
そ
く
を
と
も
し
た
中
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
田
中
恵
子
さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
●
同
教
会
（
☎
64
・
５
５
６
８
）

ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス

▪
親
子
で
楽
し
む
絵
本
と
ピ
ア
ノ
の
音
楽
会

●
12
月
７
日
㈯
11
時
か
ら

●
平
野
文
さ
ん
（
朗
読
）、
中
川
賢
一
さ

ん
（
ピ
ア
ノ
）
が
出
演

●
全
席
自
由　

一
般
１
，
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
５
０
０
円
（
３
歳
未
満
は
無
料

で
ひ
ざ
上
鑑
賞
が
可
）

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展「
和
紙
ち
ぎ
り
絵
画
展
」

●
12
月
７
日
㈯
と
８
日
㈰
10
時
～
17
時

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト「
と
き
め
き
の
冬
」

●
12
月
８
日
、
13
時
30
分
か
ら

●
ギ
タ
ー
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど

【
市
民
会
館
】

▪
市
民
名
画
座
「
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
作

品
集
」

●
・
●
《
12
月
14
日
㈯
》

❖
張
込
み
（
10
時
30
分
か
ら
）

❖
白
い
巨
塔
（
14
時
か
ら
）

《
12
月
15
日
㈰
》

❖
黒
い
画
集
（
10
時
30
分
か
ら
）

❖
飢
餓
海
峡
（
13
時
30
分
か
ら
）

●
１
作
品
５
０
０
円（
セ
ッ
ト
券
８
０
０
円
）

●
平
工
業
団
地
と
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

●
新
庄
親
子
ク
ラ
ブ
と
地
元
有
志
に
よ
る

電
飾
を
施
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

●
小
雨
決
行

●
実
行
委
員
会
事
務
局
の
秋
安
さ
ん
（
ふ

る
る
フ
ァ
ー
ム
内
、
☎
68
・
０
２
３
３
）

問 内 時場

時内 時

問

内 時場

問 内 時場料 対対問 内 時場他問 内 時場料

内 時対対 問 内 時場対対

問

内 時

場

問

内

時

場

時時 時時時時

時 料時内時

内

料

他

定申

料

な
ど

●
青
年
漁
業
者
有
志
の
会
の
濱
内
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
３
６
７
４
・
１
８
７
０
）

問
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

●
・
●
・
●
１
月
13
日
㈷

❖
９
時
30
分
か
ら
（
中
総
合
会
館
）
…
た

こ
作
り
❖
13
時
か
ら
（
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
…
た
こ
揚
げ
●
小
学
生
（
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
●
先
着
20
人

●
７
０
０
円
（
お
に
ぎ
り
、
豚
汁
な
ど
の

軽
食
付
き
。
軽
食
を
希
望
す
る
家
族
は
１

人
に
付
き
別
途
２
０
０
円
が
必
要
）

●
た
こ
揚
げ
の
み
の
参
加
も
可
（
無
料
。

申
し
込
み
不
要
）

た
こ
作
り
・
た
こ
揚
げ
大
会

●
１
月
５
日
㈰
10
時
～
12
時

●
赤
れ
ん
が
工
房
（
赤
れ
ん
が
４
号
棟
）

●
小
・
中
学
生
～
高
校
生

●
先
着
40
人

●
作
品
は
１
月
12
日
㈰
～
26
日
㈰
、
ま
い

づ
る
智
恵
蔵
で
展
示

●
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
智
恵
蔵

（
☎
66
・
１
０
３
５
）
へ
。

新
春
書
初
め
大
会

　

１
月
１
日
㈷
は
６
時
か
ら
五
老
ス
カ

イ
タ
ワ
ー
とc

a
fe

 T
e

a
-ra

が
オ
ー
プ

ン
（
来
場
者
多
数
の
場
合
は
入
場
制
限
あ

り
）

●
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円
。
積
雪
が
多
い
場
合
は
閉
館

●
め
か
ぶ
茶
の
振
る
舞
い
（
先
着
１
０
０

人
）

●
同
タ
ワ
ー
（
☎
66
・
２
５
８
２
）

ス
カ
イ
タ
ワ
ー
か
ら
初
日
の
出

●
12
月
７
日
㈯
10
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
総
合
会
館

●
小
児
用
福
祉
機
器
の
展
示
や
肢
体
不
自

由
児
・
重
症
心
身
障
害
児
遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
な
ど

●
ま
い
づ
る
姿
勢
の
学
習
会
の
西
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
７
４
８
０
・
３
６
１
１
）

キ
ッ
ズ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
読
書
会

●
１
月
６
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

●
山
崎
豊
子
著
「
白
い
巨
塔
」

▪
お
は
な
し
会

●
１
月
８
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時

●
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
幼
児
と
小
学
生

図
書
館
の
催
し

教
室
・
講
座

●
12
月
８
日
㈰
９
時
30
分
～
12
時
●
フ
レ

ア
ス
舞
鶴
●
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
タ

ッ
チ
ケ
ア
の
知
識
や
技
術
●
小
学
生
以
上

●
先
着
６
人
●
２
，
５
０
０
円

●
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、
電
話
番
号
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
ま
い
づ
る
ア
ロ
マ
き
っ
ず
（
☎
０
９

０
・
３
８
２
３
・
９
８
５
０
（
森
）、
ＦＡＸ

75
・
８
４
０
２
（
並
川
））
へ
。

き
っ
ず
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
12
月
11
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
12
月
12
日
㈭
18
時
～
21
時

〈
共
通
〉

●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各

消
防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

●
12
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰
８
時
30
分
～
17
時

●
市
内
在
住
で
指
定
す
る
場
所
に
取
り
に

来
ら
れ
る
人

●
35
人
（
各
家
庭
１
人
ま
で
、
多
数
の
場

合
抽
選
）
●
１
セ
ッ
ト
５
，
０
０
０
円

（
20
束
、
た
だ
し
、
未
乾
燥
の
も
の
）

●
12
月
２
日
㈪
～
６
日
㈮
に
電
話
で
農
林

課
（
☎
66
・
１
０
２
３
）
へ
。

広
葉
樹
の
「
ま
き
」
販
売

歳末消費者ホットライン

　高齢者の契約に関する電話特別相談
を行います。
　強引に商品を買わされたり欲しくも
ない高額な布団や治療器などを契約し
てしまい困っておられる場合は気軽に
ご相談ください。

▶ 詳 し く は、 市 民 相 談 課（☎ 66・
1006）へ。　　　　

高齢者を狙う悪質商法110番

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
１
月
14
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
な
ど

●
０
～
２
歳
児

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

●
１
月
11
日
㈯
11
時
～
11
時
30
分

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

●
３
歳
以
上
の
子
ど
も

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
１
月
15
日
㈬
11
時
～
11
時
20
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

●
０
～
２
歳
児

▪
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

●
・
●
１
月
18
日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

問

時定申

内

時

場

料

定申

対対

内 時

料

定申

問 他 料内 時場

時場他申 対対内 時対対

内

時

場

他 料

定
対対

内 時対対

内 時

対対 内 時内 時対対時内

対対

時

定

●
１
月
８
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
、
ＦＡＸ

62
・
０
４
４
２
）
へ
。

申

【日時】
　12 月 11 日㈬
　９時～ 16 時

【専用電話】
　☎ 62・2262
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●
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
同
館
（
☎
76
・
０
５
７
３
）

●
12
月
13
日
㈮
ま
で
に
東
公
民
館
（
☎

62
・
１
２
３
７
）
へ
。

▪
お
正
月 

生
け
花
教
室

●
12
月
20
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

●
先
着
10
人
●
１
，
５
０
０
円

〈
共
通
〉
●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

●
12
月
３
日
㈫
～
12
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

術
・
褥
そ
う
防
止
な
ど
の
講
義
や
演
習

●
看
護
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
が
実
務
に

就
い
て
い
な
い
人
●
12
月
13
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
２
６
８
０
）へ
。

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東図書館…毎週木曜日と祝日（土・
日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終火曜日❖西図書館…毎週月曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終
水曜日❖田辺城資料館、郷土資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶
芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

高浜町の

お知らせ

●
12
月
15
日
㈰
10
時
～
12
時
●
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
●
小
原
清
子
さ
ん
●
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
●
先
着
20
組
●
３
０
０
円

●
12
月
９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
３
２
３
３
）
へ
。

子
ど
も
絵
手
紙
教
室

▪
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室

●
12
月
20
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

●
高
橋
か
お
り
さ
ん

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
人

●
先
着
15
人
●
１
，
８
０
０
円

▪
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
料
理
教
室

●
12
月
21
日
㈯
９
時
30
分
～
13
時

●
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ず
し
や
野
菜
ス
ー
プ
な
ど

●
は
ま
な
す
会
●
小
学
３
～
６
年
生

●
先
着
30
人
●
５
０
０
円

▪
子
ど
も
マ
ン
ガ
教
室

●
12
月
21
日
㈯
10
時
～
12
時

●
安
川
ケ
ン
ジ
さ
ん
●
小
・
中
学
生

●
先
着
30
人

▪
減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室

●
２
月
１
日
㈯
13
時
～
15
時
30
分
と
２
日

㈰
９
時
～
15
時
●
舞
鶴
生
活
学
校
の
谷
口

久
美
子
さ
ん
●
市
内
在
住
か
在
勤
で
両
日

中
央
公
民
館

（
☎
62
・
０
４
０
０
、
ＦＡＸ
62
・
０
４
４
２
）

●
12
月
19
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時

●
東
公
民
館
●
先
着
20
人

●
１
，
０
０
０
円

手
作
り
お
せ
ち
料
理
教
室

●
12
月
16
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
と
19
時
か
ら

（
19
時
は
映
画
上
映
の
み
）
●
市
政
記
念
館

●
同
映
画
監
督
の
渡
辺
智
史
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
も
実
施
（
15
時
か
ら
）
●
先
着
70
人

●
舞
鶴
ふ
る
さ
と
地
域
づ
く
り
協
議
会

（
農
林
課
内
、
☎
66
・
１
０
２
３
）

映
画
「
よ
み
が
え
り
の
レ
シ
ピ
」

上
映
会
＆
監
督
講
演
会

●
12
月
18
日
㈬
13
時
～
16
時
●
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
●
粗
大
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま

れ
た
小
物
家
具
を
修
理
し
再
生
●
先
着
８
人

●
12
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫
ま
で
に
電
話
で

同
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）
へ
。

再
生
工
作
教
室

●
12
月
18
日
㈬
と
19
日
㈭
13
時
15
分
～
17
時

●
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
●
吸
引
・
採
血
技

看
護
師 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

●
12
月
14
日
㈯
17
時
～
18
時
30
分

●
赤
れ
ん
が
博
物
館
●
小
企
画
展
「
京
の

赤
煉
瓦
の
学
び
舎
と
設
計
者
た
ち
」
を
テ

ー
マ
に
解
説
●
先
着
15
人

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
館

（
☎
66
・
１
０
９
５
、
ＦＡＸ
64
・
５
１
２
３
）
へ
。

赤
煉
瓦
談
義

▪
お
飾
り
（
し
め
縄
）
教
室

●
12
月
14
日
㈯
９
時
30
分
～
12
時

●
先
着
15
人
●
２
０
０
円

大
浦
会
館
（
☎
68
・
２
０
１
０
）

●
12
月
12
日
㈭
９
時
30
分
か
ら
●
西
総
合

会
館
●
舞
鶴
料
理
学
院
の
堀
祥
子
さ
ん

●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

●
12
月
10
日
㈫
ま
で
に
勤
労
者
福
祉
会
館

（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

簡
単
お
せ
ち
料
理
教
室

気
こ
う
研
修
会

●
・
●
《
12
月
７
日
㈯
（
城
南
会
館
）》

❖
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
10
時
～
12
時
と
19

時
～
21
時
❖
ヒ
ー
リ
ン
グ
…
14
時
～
16
時

《
12
月
８
日
㈰
（
西
市
民
プ
ラ
ザ
）》
❖
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
…
10
時
～
12
時
と
19
時
～

21
時
❖
ヒ
ー
リ
ン
グ
…
14
時
～
16
時

《
12
月
９
日
㈪
（
西
総
合
会
館
）》
❖
ヒ
ー

リ
ン
グ
…
９
時
～
11
時

〈
共
通
〉
●
新
倉
勝
美
さ
ん
●
各
２
，
０

０
０
円
●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
愛
の
気
の
岡
山

さ
ん
（
☎
・
ＦＡＸ
63
・
３
８
１
７
）
へ
。

宴会割引キャンペーン実施中

検索高浜 ふぐ ☜
詳しくは、高浜 ふぐを検索

時

場料

定

申

対対

講

時

場

料

申
講

時

場

料

定申

講

時

料

定

申

対対

内 時

場

定

申

内

時

場定

申

内

時場

申

対対時場料

定

申

内

時場

定

申

内 時

料

定 対対 講時

講

時定

料

時講

対対
料

定時講

対対

定と
も
参
加
で
き
る
人
●
20
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）
●
３
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉

●
12
月
15
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

料

定

申

対対

若狭ふぐフルコースを含む宴会お一人様につき 2,000 円割引
※ただし、１グループ 50,000 円まで。若狭高浜ふぐカニ料理
組合加盟店での利用に限る。

【期間】来年２月末まで（ 全体で 600 人に達し次第終了）
【問い合わせ・申し込み先】
若狭高浜観光協会（☎ 0770・72・0338）
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16
時
30
分
）
●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示

●
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
同
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

●
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
同
館
（
☎
76
・
０
５
７
３
）

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

▪
プ
ラ
板
で
名
札
を
作
ろ
う

●
12
月
12
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
20
組
●
３
０
０
円

▪
サ
ン
タ
さ
ん
に
会
え
る
か
な
!?

●
12
月
17
日
㈫
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
20
組
●
３
５
０
円

▪
マ
マ
フ
ラ
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー

●
12
月
19
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
20
組
●
３
０
０
円

〈
共
通
〉

●
子
育
て
中
の
親
子

●
12
月
２
日
㈪
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

子
育
て

●
12
月
14
日
㈯
10
時
～
12
時
●
中
総
合
会
館

●
人
形
劇
や
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

●
先
着
２
０
０
人
●
１
家
族
１
０
０
円

●
電
話
で
ま
い
づ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
７
５
２
２
）
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

●
12
月
８
日
㈰
12
時
～
15
時
●
中
総
合
会
館

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
●
先
着
80
人

●
高
校
生
以
上
１
，
０
０
０
円
、
中
学
生
以

下
５
０
０
円
、
３
歳
以
下
無
料

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
母
子
福
祉
会
の
常
塚

さ
ん
（
☎
・
ＦＡＸ
63
・
８
８
３
８
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭 

ク
リ
ス
マ
ス
会

●
12
月
８
日
㈰
10
時
～
15
時

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
西
乳
児
保
育
所
内
）

木
の
玉
プ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う
！

●
12
月
27
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
●
森
脇

淑
子
さ
ん
●
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人

●
先
着
15
人
●
２
，
５
０
０
円

●
12
月
21
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
）
へ
。

身
障
セ
ン
タ
ー
・
生
け
花
講
座

●
１
月
18
日
㈯
13
時
30
分
か
ら
●
加
佐
公

民
館
●
谷
口
俊
子
さ
ん
●
先
着
10
人
●
３
，

０
０
０
円
程
度
●
12
月
３
日
㈫
～
27
日
㈮
に

電
話
で
加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）
へ
。

手
作
り
の
み
そ
作
り
教
室

募
集

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

●
12
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮
の
平
日
（
８
時

30
分
～
16
時
30
分
）
と
15
日
㈰
（
13
時
～

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

一
般
入
試
（
来
年
４
月
入
学
）

　

１
次
試
験
は
１
月
23
日
㈭
。
２
次
試
験

は
24
日
㈮
。
願
書
受
付
期
間
は
12
月
24
日

㈫
～
来
年
１
月
14
日
㈫
必
着

●
詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

●
同
校
（
☎
63
・
４
３
３
８
）

　

募
集
は
市
内
で
10
戸
。
案
内
書
は
中
丹

広
域
振
興
局
で
配
布
中
。
入
居
は
来
年
３

月
下
旬
の
予
定
●
12
月
９
日
㈪
～
11
日
㈬

に
同
振
興
局
へ
●
中
丹
・
丹
後
府
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７
７
３
・
42
・
１
０
２
１
）

府
営
住
宅
入
居
者

●
１
月
10
日
㈮
～
３
月
28
日
㈮
に
計
12

回
、
19
時
～
20
時
30
分
●
城
南
会
館

●
千
里
金
蘭
大
名
誉
教
授
の
貫
井
孝
典
さ
ん

●
先
着
15
人
●
月
３
，
０
０
０
円

●
12
月
３
日
㈫
～
28
日
㈯
に
電
話
で
城
南

会
館
（
☎
75
・
１
８
０
０
）
へ
。

英
語
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

時

場

料

定

対対

問

時場

対対時

料

定申 対対内 時

場

料

定申

時

料

定申

対対

講

時

場

料

定申 講時

場

料

定

申

講

問 内

時

場

申

問 申

問

時

料

定時

料

定

申 他

●
１
月
17
日
㈮
・
22
日
㈬
・
28
日
㈫
10
時

～
11
時
30
分
●
中
総
合
会
館

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
３
Ｂ
体
操
、
保

護
者
同
士
の
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
15
組
（
第
１
子
優
先
）

●
12
月
３
日
㈫
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

内 時

場

定申 対対

勤
労
者
美
術
展
の
作
品

　

市
内
在
住
か
在
勤
の
人
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
書
・
日
本
画
・
洋
画
・
写
真
・
手
芸
・

工
芸
作
品
な
ど
を
募
集
。
３
月
９
日
㈰
９

時
～
17
時
に
西
総
合
会
館
へ
持
参
を
。

●
実
行
委
員
会
（
☎
62
・
３
６
２
７
）

問
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

❖人口　86,100 人（+89 人）❖男　43,074 人（+125 人）❖女　43,026 人（-36 人）
❖世帯　35,301 世帯（ +190 世帯）
※平成 25 年 11 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

療
育
相
談

●
12
月
９
日
㈪
と
24
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

巡
回
更
生
相
談

●
12
月
６
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
●
西
総

合
会
館
●
整
形
外
科
と
補
装
具
の
相
談

●
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）
を
持
参
●
前
日
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
福
祉
課
（
☎
66 

・

１
０
３
３
、
ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）
へ
。

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
12
月
５
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
12
月
10
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
東
公
民
館

●
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
公
証
相
談

●
12
月
17
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

●
12
月
17
日
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問
題
、
家

屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
12
月
20
日
㈮
13
時
か
ら
●
西
総
合
会
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
12
月
18
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
行
政
書
士
相
談

●
12
月
25
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

▪
電
話
相
談

●
12
月
５
日
～
26
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
に
関
す
る
相
談

専
用
電
話
（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
12
月
18
日
㈬
11
時
～
13
時
50
分

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す
る

相
談
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
る

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
12
月
18
日
㈬
14
時
10
分
～
15
時
40
分

●
得
意
分
野
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言

●
先
着
４
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
12
月
24
日
㈫
14
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
１
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
１
月
８
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
る
●
先
着
３
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

相
談

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

問 内 時

場

内 時内 時

他

定申

対対内 時場内 時場

定申

内

時

場

他

申

内 時場申 対対

時

場

内

内内 時

他

定

申内 時

他

定申内 時他

定

申内 時場

内

時場

内 時

場

内 時

場

●
12
月
７
日
㈯
13
時
～
16
時

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
と
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

●
先
着
各
12
人
●
１
人
30
分
以
内

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
丹
後
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
７
７
２
・
68
・
３
０
８
０
）
へ
。

京
都
弁
護
士
会 

無
料
法
律
相
談

時場

他

申 定

まいづる市民

第九演奏会
－新時代へひびけ 京の海・舞鶴から－

12/23（月・祝）
2013

15:30 開演（15:00 開場）

総合文化会館大ホール

【指定席】
　一般：3,000 円
　高校生以下：2,500 円

【自由席】
　一般：2,000 円
　高校生以下：1,500 円
※未就学児は入場不可

入
場
料
（
税
込
）

【お問い合わせ先】文化事業団（☎ 64・0880）

市制施行 70 周年記念事業
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▪
就
職
ま
で
の
生
活
と
就
労
の
巡
回
相
談

●
12
月
25
日
㈬
13
時
～
17
時

●
生
活
・
就
労
相
談
、
障
害
の
あ
る
方
の

た
め
の
相
談
な
ど
●
１
人
50
分

〈
共
通
〉

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
で
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

有 

料 

広 

告

傍
聴

そ
の
他

●
12
月
24
日
㈫
14
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

定
例
教
育
委
員
会

　

12
月
11
日
㈬
～
31
日
㈫
、｢

京
の
道 

み

ん
な
で
追
放 

無
謀
運
転
」
を
統
一
標
語

に
、
❖
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
❖
夜
間
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
防
止

（
反
射
材
用
品
な
ど
の
着
用
促
進
）
❖
自

転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
❖
悪
質
・
危

険
運
転
の
追
放
を
重
点
に
年
末
の
交
通
事

故
防
止
府
民
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
で

事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

《
市
交
通
対
策
協
議
会
（
市
民
相
談
課
）》

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

12
月
20
日
㈮
～
１
月
10
日
㈮
、

「 

消
す
ま
で
は 

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま 

」

を
統
一
標
語
に
年
末
年
始
火
事
な
し
運
動

を
実
施
。
ま
た
、
12
月
28
日
㈯
～
30
日
㈪

に
消
防
団
に
よ
る
年
末
特
別
警
戒
も
実
施

し
ま
す
。
火
災
か
ら
命
を
守
る
“
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
”
で
火
事
の
な
い
年
末
年
を
。

【
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
②
ス
ト
ー
ブ

は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
う
③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
④
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
⑥
住
宅

用
消
火
器
を
設
置
⑦
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る 　
　
　
　

 　
　

 

《
消
防
本
部
》

年
末
年
始
火
事
な
し
運
動

聞
こ
え
の
相
談
会

●
12
月
26
日
㈭
13
時
～
16
時
●
聴
言
セ
ン

タ
ー
●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者
●
先
着
５
人

●
12
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３ 

市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
12
月
20
日
㈮
10
時
～
16
時

●
進
路
・
就
職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談

●
15
～
お
お
む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

▪
就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
12
月
18
日
㈬
14
時
～
16
時

●
自
己
分
析
や
目
に
と
ま
る
履
歴
書
の
書

き
方
な
ど
●
求
職
者
●
先
着
12
人

▪
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

●
12
月
13
日
㈮
10
時
～
16
時

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

●
12
月
11
日
㈬
13
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族
●
先
着
３
人

●
12
月
９
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者
支

援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

府
民
無
料
法
律
相
談

●
12
月
16
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
●
中
丹
広

域
振
興
局
●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10
人

●
12
月
13
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

福
祉
の
仕
事 

ミ
ニ
就
職
面
接
会

●
12
月
18
日
㈬
13
時
～
16
時
●
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
舞
鶴
●
職
員
を
募
集
し
て
い
る
福
祉
・

介
護
事
業
所
２
社
に
よ
る
就
職
面
接
会

●
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ
（
☎
０
７
７

３
・
22
・
３
８
７
８
）

内 時

場

定

申 対対

内

時

場
定

申

内

時

場

申内 時時

他

定

申

対対

内

時

場

定

申 対対問 時

場

内時内

時

対対

内
　

12
月
10
日
～
16
日
は
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
。
我
が
国
の
喫
緊
の
問
題

で
あ
る
日
本
人
拉
致
の
解
決
に
は
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
京
都
府
警
察

で
は
拉
致
な
ど
に
よ
る
行
方
不
明
事
案
の

情
報
を
集
め
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
舞
鶴
警
察
署
（
☎
75
・
０
１
１
０
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

問
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市

（
〒
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字
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☎
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編
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ホ
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鶴
市

役
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へ
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郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。
広

報
ま

い
づ

る
12

月
号

　
　

maizuru

　各地の山地の雑木林などに生える高さ 1.5 ～３
㍍の落葉低木。葉は長楕円形で葉先は尾状に尖り対
生する。夏、葉の腋に薄紫色の小さな花が群がって
咲くがあまり目立たない。紅葉が始まる頃、直径３
㍉くらいの実をつける。
　名前の由来は、紫色の美しい果実を付けることか
ら、源氏物語の作者「紫式部」の名を借りて例えた
ものと言われる。庭木としてよく植えられているの
は、同科のコムラサキと呼ばれる品種。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

まいづる花図鑑 88

【ムラサキシキブ 】（クマツヅラ科）
見ごろ 11 ～ 12 月頃

舞鶴赤れんが イルミネーションアート 2013’
赤れんがパークがこの冬、イルミネーションアートに彩られます。

今年は、プロジェクションマッピングも行われ、
大空間で映像アートの醍醐味を体験できます。

写真はイメージ

期間　12 月 25 日㈬まで
場所　赤れんがパーク
時間　❖赤れんがイルミネーション：17：00 ～ 23：00
　　　❖プロジェクションマッピング：18：30 ～、19：15 ～、20：00 ～（赤れんが５号棟）

▶詳しくは、文化振興課（☎ 66・1019）へ。


